







































































































































































































































月・日　　　RLI％ 109 64 31 16
7・22 28．5　　　　　－一 28．8 28．5 3α0
23 27．2 27．2 27．0 28．8
24 25．5 25．5 25．0 25．5
25 29．0 28．5 28．0 27．5
26 29．5 29．5 28．5 29．2
27 30．0 29．5 29．0 30．0
平　　均 2a3 282 27．7 28．5
7月22卍27日の地上5伽の平均最高，最低気温℃





































































最 も生長Jtの大きい対冊区とRL1 5770区の上りま0.70でそれより生長量の小さい凍陰の強い区 のa
はこの世より小さい.
樹 ら39)は,草本植物の光一密度の組合せ封軌 こよって各被陰区別に策争一密度効果があらわれその開































ヵンレンポクの RGR-1喝 Pの開伽 直線関係で.その延長は RGR-I 0.P-3･6XIO`(no/i)
の一点で変わる(図-5).この開係はEgl-3から得た巾乗式から客員に説明することが出来る･




















































RL1 100界区.57界区 -･.･-･RGR- 0.0154(-JogP十 4.56)
37界区 ･-.･-IRGR- 0.0143(-logP十4.56)
24界区 I,-････RGR- 0.0133(-1ogP十4.56)

























葉酸の測定掛 こついて RGR～logRLIの関係は図-7のとおりで, この関係から求めた各密度の
対席区(RLI IOOrq)をもとにしたRGRの相対値と LogRLIの関係を園-8･T.しめした｡この園


















































































































































































































































































































































































































































ばらつきのか 傭 種のうちTキニ レ. トウネ*ミモチ･Tカマツ･クロマツは鼓榛の軌 ､区に多くのばら
っきがみられる (図-16)｡これらの甘種は幼生されると兼量のLめる割合が少なくなるような個体が














試 験 区 兼 層 の 高 さ (地 顔 か ら 血 )0.-10 lC.-20 20.-30 30-40 40-50 50.-60
RLⅠ 100界 - 4_9Z]o/d 318 308 279 298 239 327
100 368 351 405 321 322
400RLⅠ 37罪.- 49rlO/d 42056 393406 357428 3324
100 - 6 3 542 472 464





























































































Tt=/I ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
?
10 50Ⅷ
図-21 SLAの相対任(RLI 1009も区の SLA-100)と光の強さ(RLI)
の視床
(カンレンポクとウバメガシのp-100 no/d)
20-25繋,である｡広葉桝の葉は薄 くなって SLAが増加するが,7 カマツ,クpマツは雄 に
ょ.'て針葉が細くなる｡凄軌 こよって針葉が短 くなることが他のマツ属の種で報告されている 98)那.T












































































































れていない｡破陰の強さの差に上って生長量に差が生 じるのIi,軸 な生長唖 を経るわけであるが.
個体重は.このような過程が捨合された.最終的な結果としての耕分世である｡したがって,そのような








































































































































RGR- logp の開床から串いた,対照区 (


























p叫 ･ l 卜QD5i違e .:j :Bヨ
? ? ? ????





















































































? ? ? ? ? ?
?
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個体の婿借点Fj=,すでにのべたとお り井面積あたりの耗同化串 (NAB)の軸 による変化から推定し
たものである｡これは個体の扱生産量と呼吸量が等 しくなる光の強さをあらわすと考えられるので.耐陰
性が高いということを卸 噸 陰下でも里長 を推持する能力であるとするならば.個体の補償点の低いも
のはt'耐陰性が高いといえよう｡各村種の1生育期間 (ク.リ ガシを除く広耕 5樹恥.壇 処理期肌 ケ
′リ ガシと針葉研 4柵種は処理期間前半にあたる)の生長から求めた個体の補償点 (表-4)を比較する
と･広樹 では･アキニレポRLI1270で最 も高く,他はRL1 3_2-4.0界で差が少ない.針葉樹
は･ク｡マツが最 も高くRLI 2270,次にTカマツのRL1 15rDで.スギはRL1 5.0乳 ヒノキ
が最 も低くRLL 4.1界となる｡
本田 38)は一主要柏 の除根の順位を耐陰性の高いものから7段階に分類 している｡実験に用いたaT種
の位匿をみると,カシ類が第2.ヒノキは第3,二レ類 .-ン′キ類が第4,スギが第5.Tカマツ･ク
ロマツが第6の〆′レー プに分類されている｡針葉耕 4種については,個体の補錬点の低いものほど耐陰性







広兼桝では.ヤ7-ンノキがRLI 70界で長 も低く,TキニレがRLI 79%.他は108-144








最適光度が RLI 100野以上であることrL 自終状態では光が生長の制限田子であることをしめし



















































































(トチウ.ウ′リ ガシ,スギ, ヒノキ )
㊥ 全処理期間で求めた値が前半の舷にくらべて低い







































































































層別刈取法 65)によって得た層別の集量.軌 技量を図-36でしめした｡層別の集量か ずれの樹種
も稗韓から下方に向って漸増し.最大佐に連した雀再び少なくなる｡葉上の最も多い層の値は.いずれの


































表-5 試験区別の吸光轍 の租対せ (K)
(カンレンポク. ウ′リ ガシ p-100ロ｡/d)
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1･ 立木密度 をかえたクロマツの小型林分内に樹 下 植栽 されたスギの生長
(1J研究の方法
この実軌 ま京都大学演習林苗畑 (京都市左京区北白川 )で行なわれた｡満5年生のクplTツ(平均地顔











































































1- 2 64 42 48
1- 3 42 16 29
1- 4 24 8.4 16
1--5 12 6.3 9.2
2- 2 58 36 47
2- 3 45 19 32
2- 4 23 8.0 16
2- 5 13 6.5 10
3- 2 52 28 40
3- 3 38 14 26
3--4 29 ll 20
3- 5 15 7.0 ll
4- 2 54 30 42
4- 3 42 17 30
4- 4 22 17.7 15
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試験区 立木密度剛100虹 平均DJ3』　　　㎝ 蓉弄躍嘉 林冠下のRLI％樹搬ﾝ囎
1 0 一 o 100 0
2 3 26 0．14 24 59
3 5 19 0．15 13 75
4 13 15 026 7 110





































衷-9 軒 下 植 栽 さ れ た ス ギ
立木 地上
密度 0.3_n H
根 幹 枝 莱 合計
uh* ZLJs LLIB ZLJL 比l
23 6.5 4.3 1380 2080 629 2130 6219
53 2.8 2_4 230 318 81 407 1036
48 2.0 1.8 126 168 41 233 568















就教区 PAR LWR RGR
i/g.yr g/g g/g.yr
1 1.28 0.34 0.44
2 1.00 0.41 0_41
3 0.95 0_39 0.37
4 0_79 0_44 0.35
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